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今
年
二
月
、
東
方
会
館
に
お
い
て
、

但
例
の
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
例
年
に
な
く
多
数
の
合
只
の
皆

様
の
御
出
席
に
よ
り
ま
し
て
盛
会
理

に
終
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
御
来
賓
の
方
々
、
賛
助
会
員
の

方
々
を
は
じ
め
御
出
席
下
さ
い
ま
し

た
会
員
の
方
々
に
厚
く
御
礼
を
申
し

半
げ
ま
す
。
こ
と
に
、
地
元
美
唄
か

ら
滝
市
長
を
は
じ
め
、
市
当
局
の

方
々
、
市
議
会
議
長
、
奥
山
商
工
会

会
頭
を
筆
頭
に
関
係
者
多
数
の
御
出

席
や
御
支
援
を
い
た
だ
礼
衷
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
度
は
役
員
幹
事
一
同
何
ん
と

か
新
し
い
趣
向
で
皆
様
に
御
満
足
い

た
だ
き
た
い
と
、
地
元
美
唄
の
関
係
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団
体
の
協
力
を
得
ま
し
て
、
抽
せ
ん

会
な
ど
も
催
し
、
大
変
好
評
で
あ
り

ま
し
た
。

　
景
品
も
多
彩
で
、
ま
た
、
来
年
も

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
総
会
の
議
案
に
つ
き
ま
し

て
は
、
資
料
に
基
づ
き
報
告
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
「
役
員
の

改
選
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
て
、
新
役

員
が
決
ま
り
、
既
に
二
回
幹
事
会
を

開
催
し
、
各
分
担
を
決
め
少
し
づ
つ

動
き
出
し
て
お
り
ま
す
。
幹
斜
の
皆

さ
ん
は
ハ
リ
キ
ッ
テ
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
総
会
提
案
の
中
で
、

大
き
い
も
の
は
、
現
在
、
会
費
の
中

か
ら
積
み
立
て
を
し
て
い
る
資
金
に

て
、
当
、
東
京
美
唄
会
の
十
周
年
も

目
前
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
「
設

立
十
周
年
記
念
事
業
」
を
企
画
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
一
つ
の
節
目
を

祝
い
、
益
々
美
唄
会
が
繁
栄
し
て
い

き
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
、
記
念
の
事

業
を
行
な
お
う
と
す
る
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。
ど
ん
な
事
業
を
展
開
す
る

か
は
、
こ
れ
か
ら
幹
事
会
が
中
心
に

な
り
、
会
員
各
位
の
御
意
見
も
充
分

反
映
さ
せ
て
い
く
つ
も
り
で
ご
ざ
い

甲?

………拓=ご,1･4=一一jiご

ま
す
。

　
今
後
と
も
、
束
京
美
頃
合
が
羽
田

巻
見
合
。
長
を
中
心
に
、
幹
事
一
同
結

束
し
て
、
充
実
し
た
合
に
発
展
さ
せ

る
様
努
力
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
方
の
一
層

の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

羽
田
会
長
《
春
の
叙
勲
》

ｒ
Ｆ
’

　
東
京
美
唄
会
、
羽
田
春
兎
会
長

　
（
（
社
）
日
本
医
師
会
会
長
）
は
、

先
般
、
春
の
叙
勲
の
栄
誉
を
得
ら

れ
ま
し
た
。
会
長
は
勲
―
等
瑞
宝

章
の
栄
え
あ
る
叙
勲
を
５
月
８
日

宮
中
に
て
親
授
式
に
臨
ま
れ
、
授

章
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
長
の
長
年
の
御
功
績
が
顕
著

で
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
わ

れ
わ
れ
東
京
美
唄
会
と
し
て
も
大

変
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
心
か
ら

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
と
申
し

上
げ
、
美
唄
会
と
し

て
も
喜
び
に
た
え
ま

せ
ん
。

　
今
後
と
も
益
々
御

健
康
で
ご
活
躍
を
下

一
で
誹
丿
優

り
申
し
ト
げ
、
束
京

美
唄
仝
会
長
と
し
て

も
長
く
会
員
を
御
指

導
ド
さ
い
ま
す
こ
と

を
併
せ
て
お
願
い
申

し
ヒ
げ
ま
す
。

　
な
お
、
当
、
東
京

美
唄
会
と
し
て
も
、
ま
こ
と
に
些

か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
お
祝
い
の

記
念
品
を
唱
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
先
般
、
細
畑
事
務
局
長
と
九
島

総
務
幹
事
が
会
員
を
代
表
し
て
直

接
会
長
に
お
届
け
に
参
り
ま
し
べ

　
会
長
か
ら
も
、
会
員
の
皆
様
方

に
く
れ
ぐ
れ
も
よ
ろ
し
く
お
伝
え

下
さ
い
と
の
御
伴
。
一
日
が
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
ト

第
４
回
美
唄
市
長
杯
争
奪

東
京
美
唄
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
Ｈ
‥

　
三
井
出
身
　
岡
崎
氏
優
勝

　
６
月
1
9
ロ
‥
（
水
）
、
津
久
井
湖
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
第
４
回

の
東
京
美
唄
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開

催
し
た
。

　
仕
事
上
の
都
合
に
よ
り
キ
ャ
ン
セ

ル
者
が
綾
出
し
、
８
名
２
組
の
小
さ

な
コ
ン
ペ
と
な
っ
た
。

　
日
東
出
身
の
猪
狩
氏
の
多
大
な
る

取
計
い
を
い
た
だ
き
津
久
井
湖
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
薄
悟
り
の

中
、
饒
舌
戦
そ
の
も
の
の
熱
い
戦
い

が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。

　
新
ペ
リ
ア
方
式
で
の
成
績
は
次
の

通
り
。
優
勝
岡
崎

　
準
優
勝
‥

　
三
位
佐
一

の
各
氏
が
上
』

崎
氏
は
ベ
ス

で
あ
り
完
全
一

　
戦
い
の
後

花
が
咲
き
楽

散
会
し
た
。

しは優グ位藤林
　
登
憲
男
三
井
）

　
幸
男
（
常
盤
台
）

　
康
悦
（
日
東
）

入
賞
者
で
あ
り
、
関

口
冊
、
4
5
＝
8
2
）

勝
を
果
し
た
。

ｓ

ｌ
Ｍ
ｇ

ｌ
ｓ
一
‘
－
－
・
Ｊ

　
懐
し
い
昔
話
し
に

い
一
日
を
満
喫
し
て

☆
参
加
者
☆

　
　
猪
狩
和
夫

　
　
中
田
隆
一

　
　
西
崎
守

　
　
仲
川
守
人

　
　
但
野
三
郎

　
　
西
川
勝

　
　
畑
義
克

　
　
畑
山
繁

　
　
岡
崎
登
喜
男

　
　
常
盤
厚

　
　
林
幸
男

　
　
松
井
鉄
男

　
　
中
田
安
隆

　
　
佐
藤
弘
江

　
　
佐
藤
正
信

　
　
佐
藤
康
悦

日
時
平
成
３
年
６
月
1
9
日
（
水
）

　
　
　
７
時
4
5
分
現
地
集
合

場
所
津
久
井
湖
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

　
　
　
　
　
・
　
リ
ン
ド
ウ
コ
ー
ス

ス
タ
ー
ト
８
時
3
0
分

住
所
神
奈
川
県
津
久
井
郡

　
　
　
　
　
津
久
井
町
三
ケ
本
欄
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情
報
化
の
核
め
ざ
し

第
３
セ
ク
タ
ー

㈱
美
唄
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
誕
　
生

　
情
報
通
信
産
業
の
剔
出
と
地
域
情

報
化
推
進
の
中
枢
機
能
を
め
ざ
し
た

弟
３
セ
ク
タ
ー
、
「
㈱
美
唄
ハ
イ
テ

ク
セ
ン
タ
ー
」
の
創
立
総
会
が
９
月

1
3
ロ
開
か
れ
、
代
表
縦
線
役
に
滝
正

美
唄
市
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
空
知
中
核
工
業
団
地
が
、
首
都
圏

デ
ー
タ
処
理
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
セ
ン
タ

ー
、
テ
レ
ポ
ー
ト
基
地
な
ど
と
し
て

の
活
用
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

（
財
）
自
治
体
衛
生
通
信
機
構
の
サ
ブ

セ
ン
タ
ー
局
立
地
が
決
定
し
た
こ
と

な
ど
か
ら
官
民
一
体
で
空
知
地
域
の

情
報
・
通
信
産
業
の
拠
点
に
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
「
空
知
テ
ク
ノ
ソ
ー

ン
」
と
併
せ
、
昨
年
か
ら
準
備
さ
れ

71鸚
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て
い
た
も
の
で
す
。

　
同
社
は
、
ソ
フ
ト
開
発
、
情
報
。
サ

ー
ビ
ス
、
衛
星
通
信
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
調
査
研
究
な
ど
を
行
う
も
の
で
、

同
団
地
内
に
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
を
建
設
、
明
年
1
0
月
か
ら
操
業
の

予
定
。

　
滝
市
長
は
「
こ
の
事
業
推
進
が
マ

チ
の
産
業
振
興
に
役
立
つ
と
信
じ
、

受
諾
し
た
。
皆
さ
ん
の
力
強
い
ご
支

援
を
お
願
い
し
た
い
」
な
ど
と
就
任

の
あ
い
さ
つ
を
し
、
地
域
住
民
、
企

業
に
対
す
る
情
報
化
の
普
及
、
情

報
・
通
信
関
連
企
業
の
誘
致
に
は
ず

み
が
つ
く
も
の
と
し
て
地
元
の
期
待

も
大
き
い
。

一

一完成予想図
一

一

　
昨
年
三
月
閉
山
し
た
三
菱
南
大
夕

張
炭
嫡
の
離
職
者
対
策
と
し
て
設
立

さ
れ
た
建
築
用
パ
ネ
ル
製
造
の
道
菱

メ
ー
ス
（
本
社
・
美
唄
市
束
明
町
三

区
、
岩
崎
暢
社
長
、
資
本
金
二
千
万

円
）
美
唄
工
場
が
今
月
か
ら
本
格
操

業
に
入
り
、
二
十
五
日
、
美
唄
市
内

の
ホ
テ
ル
で
し
ゅ
ん
工
記
念
パ
ー
テ

ィ
ー
が
聞
か
れ
た
。

　
同
社
は
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
、
三
菱

セ
メ
ン
ト
建
材
、
北
菱
産
業
の
共
同

出
資
で
二
十
四
億
円
を
投
資
、
道
内

初
の
押
し
出
し
成
形
セ
メ
ン
ト
板
を

年
間
二
十
四
万
平
方
メ
ー
ト
ル
生
嶮

で
き
る
工
場
を
建
設
し
た
。
従
業
員

は
三
十
一
人
で
年
商
二
億
円
が
目

標
。
　
三
菱
セ
メ
ン
ト
建
材
道
支
店
を

総
販
売
元
と
し
、
大
型
物
件
と
し

て
は
三
十
日
、
丸
善
札
幌
ビ
ル
向

け
に
三
千
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
初

出
荷
す
る
。

　
記
念
パ
ー
テ
ィ
に
は
道
、
市
、

販
売
店
ら
の
関
係
者
百
五
十
人
が

出
席
し
、
岩
崎
社
長
が
「
社
会
的

責
任
を
ま
っ
と
う
し
、
地
域
の
発

展
に
努
力
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

こ
の
あ
と
出
席
者
は
同
工
場
を
見

学
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
《
北
海
道
新
聞
》

一
卜
・
’
レ
’
‘
”
ｌ
”
Ｈ
Ｉ
Ｉ
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
に
Ｆ
Ｉ
に
Ｆ
’
－
ｕ
ｈ
－
Ｆ
ｈ
Ｆ
ｉ
ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
ド
ー
ー
ー
’
ｈ
Ｐ
－
－
’
Ｌ

蛍

唄
出
身
の
真
木
由
布
子
さ

心

浅
草
公
会
堂
で

　
　
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

　
美
唄
市
出
身
の
演
歌
歌
手
・
真
木

由
布
子
（
本
名
・
安
武
ま
ゆ
み
）
さ

ん
＝
テ
イ
チ
ク
ぃ
コ
ー
ド
＝
の
「
ふ

れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
、
９
月
2
6

日
浅
草
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
ぺ

　
女
性
グ
ル
ー
プ
、
親
子
づ
れ
な
ど

約
１
０
０
０
人
観
客
で
会
場
の
Ｉ
階
、

２
階
、
３
階
は
満
員
。
第
１
部
時
代

も
の
の
芝
居
で
墓
を
あ
け
、
第
２
部

の
ギ
タ
リ
ス
ト
の
伴
奏
に
よ
る
ス
テ

ー
ジ
で
は
、
美
空
ひ
ぱ
り
の
み
だ
れ

髪
な
ど
を
し
っ
と
り
と
聞
か
せ
、
第

３
部
で
自
身
の
も
ち
歌
、
『
い
の
ち

花
』
『
な
み
だ
雪
』
、
新
曲
の
『
花
友
一

禅
』
な
ど
を
披
露
、
聴
衆
の
喝
采
を
　
・

浴
び
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
の
合
い
問
に
は
抽
選
全
、

」

ま
た
、
ロ
ビ
ー
で
は
「
真
木
山
布
子
一

の
出
身
地
美
唄
の
ハ
ス
カ
ッ
プ
ワ
イ

ン
」
の
試
飲
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、

大
勢
の
人
達
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、

地
元
浅
草
の
ご
婦
人
達
も
揃
い
の
浴

衣
に
よ
る
踊
り
で
賛
助
出
前
。
更
に

客
席
に
は
、
作
詞
家
・
石
本
美
由
起

氏
、
作
曲
家
、
市
川
昭
介
氏
の
姿
も

見
え
ま
し
た
。

　
現
在
、
埼
玉
県
戸
田
市
に
在
住
の

真
木
由
布
子
さ
ん
は
、
盤
の
沢
発
電

所
に
勤
務
さ
れ
た
安
武
神
酒
男
さ
ん

の
二
女
と
し
て
出
生
、
東
明
５
区
の

三
菱
美
唄
ア
パ
ー
ト
２
号
棟
で
３
才

ま
で
過
ご
し
ま
し
た
。

　
６
年
前
、
松
本
真
季
の
芸
名
「
浮

気
な
ら
い
い
わ
」
で
デ
ビ
ュ
ー
、
映

画
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
活
躍
し
ま
し
た

が
、
平
成
元
年
か
ら
本
格
的
な
演
歌

に
挑
戦
し
、
石
本
美
由
起
作
詞
、
市

川
昭
介
作
曲
に
よ
る
「
い
の
ち
花
」

賞
奨
励
賞
の
受
賞
が
決
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

～
が
ん
ば
れ
、
真
木
由
布
子
さ
ん
～

ゆ
希

､さ、

恥-゛「

▲飛ぶように売れたハスカップワイン

▼幹事会

平
成
３
年
度
第
１
回
　
ｓ
晶
晶
催

　
　
東
京
美
唄
会
幹
事
会

議
題
１
総
会
報
告
並
び
に
総
括

　
　
次
回
総
会
に
対
す
る
申
し
送
り

　
　
事
項

議
題
２
新
年
度
事
業
計
画

　
　
総
会
議
決
事
項
の
推
進

＊
実
施
運
営
の
担
当
（
役
割
分
担
）

総
括
・
：
事
務
局
長
『
細
畑
正
治
』

　
　
　
　
（
全
般
）

　
　
…
相
談
役
『
中
田
安
隆
』

総
務
・
：
総
括
事
務
（
各
担
当
間
の

　
　
　
調
整
・
：
幹
事
会
行
事
案
内
…

　
　
　
会
務
の
記
録
・
・
・
会
計
：
予
算

　
　
　
の
執
行
）

　
　
　
　
『
九
島
秀
夫
』
『
岩
城
重

　
　
　
継
』
『
水
口
秀
太
郎
』

広
報
…
会
報
の
発
行
・
：
そ
の
他
の
広

　
　
　
報
及
び
情
報

　
　
　
　
『
加
藤
昌
男
』
『
高
橋
義

　
　
　
夫
』
『
佐
藤
正
信
』
『
山
口
朋

　
　
　
子
』
『
高
鳴
亮
ご

事
業
…
年
度
事
業
・
：
十
周
年
記
念
事

　
　
　
業
・
・
・
他
『
岩
城
承
継
』

　
　
　
　
『
畑
義
克
』
『
岡
崎
登
喜

　
　
　
男
』
『
金
雄
輔
』

　
　
連
絡
お
手
伝
い
『
口
唇
』

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
…
美
唄
市
事
務
所

　
　
長
・
：
他

美
唄
会
東
京
事
務
所

第
２
回
幹
事
会

　
　
　
　
　
　
４
月
１
一
日
開
催

　
平
成
３
年
度
第
２
回
東
京
美
唄
合

幹
事
合
と
津
田
雄
二
さ
ん
（
三
菱
総

合
研
究
所
派
遣
、
東
京
事
務
所
兼

務
）
の
歓
迎
合
が
、
４
月
１
日
に
開

か
れ
ま
し
た
。

　
議
題
平
成
３
年
度
事
業
実
施
に

つ
い
て
ご
熱
心
な
意
見
の
交
換
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

気
楽
に
｀

で
き
る
｀
範
囲
か
ら

ＨＯＯ

米
名
誉
市
民
の
渡
邁
さ
ん

個
人
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
で
講
演

　
　
『
個
人
・
企
業
の
社
会
貢
献
活
動

　
（
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
ご
を
テ
ー

マ
に
し
た
講
演
会
が
三
ト
ー
日
、
北

海
道
中
央
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
カ
レ
ッ

ジ
（
略
称
、
Ｈ
Ｃ
Ｃ
）
三
階
講
堂
で

行
わ
れ
学
生
や
一
般
市
民
の
感
銘
を

深
め
た
。

　
講
師
は
、
三
菱
電
機
営
業
本
部
長

代
理
で
元
三
菱
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー

ア
メ
リ
カ
社
社
長
の
流
燈
一
雄
氏

　
（
5
5
）
同
氏
は
5
8
年
か
ら
５
年
間
の

日
本
企
業
現
地
責
任
者
と
し
て
ノ
ー

ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
に
ふ
在
中
、
当
初

は
侵
略
者
と
し
て
ア
メ
リ
カ
人
か
ら

警
戒
さ
れ
た
祀
良
き
企
業
市
民
と

し
て
地
域
に
と
け
こ
ん
だ
結
果
『
ナ

ベ
さ
ん
』
の
愛
称
で
現
地
市
民
の
信

望
を
集
め
、
社
長
職
を
離
れ
る
際
は
、

同
州
ダ
ー
ハ
ム
市
名
誉
市
民
の
称
号

を
受
け
た
ほ
ど
。

　
ま
た
帰
国
後
は
、
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ

ピ
ー
の
重
要
性
を
社
内
や
経
団
連
な

ど
に
訴
え
、
同
連
合
会
で
も
企
業
利

益
を
社
会
に
還
元
す
る
『
―
％
ク
ラ

ブ
』
を
発
足
さ
せ
て
い
る
。

　
同
氏
は
、
昨
年
‐
２
月
に
も
同
カ
レ

ッ
ジ
で
講
演
し
て
い
る
が
今
回
も
学

生
側
の
強
い
希
望
か
ら
ア
ン
コ
ー
ル

講
演
に
な
っ
た
。

　
会
場
に
は
、
約
7
0
人
の
男
女
学
生

の
ほ
か
’
。
び
ば
い
女
性
フ
ォ
ミ
フ

ム
』
会
員
を
中
心
に
し
た
一
般
市
民

ら
約
4
0
人
が
出
席
、
ま
ず
日
本
人
が

国
際
化
を
め
ざ
す
た
め
に
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
①

言
葉
②
人
種
③
宗
教
へ
の
理
解
と
地

域
社
会
に
対
す
る
亨
瓦
方
の
相
違
の

四
点
を
あ
げ
、
特
に
諮
葉
に
つ
い
て

は
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
ハ
ッ
キ
リ
云

う
こ
と
。
④
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ

カ
は
一
人
一
人
が
個
性
を
待
ち
、
色

ん
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
地
域
社
会

で
生
き
て
お
り
、
特
に
家
庭
を
大
事

に
す
る
習
慣
が
あ
る
ー
な
ど
と
強
調

し
た
。

　
そ
の
う
え
で
『
私
が
少
年
野
球
で

ア
メ
リ
カ
国
歌
を
歌
っ
た
途
端
に

　
″
彼
は
友
だ
ち
だ
々
と
現
地
の
人
た

ち
の
態
度
が
ガ
ラ
リ
変
わ
っ
た
。
私

自
身
、
当
初
は
そ
の
単
語
さ
え
も
知

ら
ず
、
異
な
る
文
化
の
中
で
ど
う
し

て
企
業
を
定
着
さ
せ
ら
れ
る
か
ー
夢

中
の
中
か
ら
。
せ
ざ
る
を
得
ぬ
″
と

思
っ
た
こ
と
を
思
い
つ
き
で
実
行
し

た
ま
で
。
し
か
し
企
業
が
成
立
し
て

い
る
の
は
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
地
域

社
会
の
目
に
見
え
ぬ
協
力
の
お
か
げ

も
あ
る
わ
け
で
、
日
本
で
も
地
域
社

会
の
問
題
解
決
に
人
間
愛
の
う
え
か

ら
企
業
人
、
個
人
と
し
て
も
参
画
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
・
…
ま
た

フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ビ
ー
活
動
は
、
気
楽

に
自
然
に
自
己
の
で
き
る
範
囲
か
ら

始
め
れ
ば
誰
で
も
で
き
、
他
人
の
た

め
に
な
る
こ
と
は
き
っ
と
感
動
を
覚

え
る
は
ず
・
・
・
』
－
な
ど
ア
メ
リ
カ
で

の
体
当
た
り
体
験
談
や
テ
い
ビ
ニ
ュ

ー
ス
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
≒
ビ
デ
オ
解
説

を
交
え
な
が
ら
約
一
時
間
半
熱
っ
ぽ

く
訴
え
て
い
た
。
な
お
、
こ
の
日
の

模
様
は
テ
い
ビ
大
阪
が
企
画
し
た

　
『
ナ
ベ
さ
ん
の
奮
戦
記
・
目
米
企
業

の
摩
擦
解
消
』
（
2
9
日
午
後
、
関
西
一

円
で
放
映
予
定
）
の
一
環
と
し
て
ロ

経
映
像
の
ス
タ
ッ
フ
で
収
録
さ
れ
た
。

役
員
会
だ
よ
り
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三
井
美
唄
）

中
原
区
下
沼
部
１
７
７
４

イ
ツ
白
井
回

亮万斉子晃夫横巳
　
（
清
水
台
）

瀬
町
芦
ケ
淫
7
2
－
1
1

　
｛
市
内
｝

山－、砂
台
３
－
8
4

落
合
）

２
－
2
6
－
3
6

（
一
ノ
沢
）

Ｍ
保
谷
市
住
吉
町
４
－
４
－
2
1

千
葉
　
一
三
百
井
）

昌
横
浜
市
緑
区
つ
つ
じ
が
丘
1
2
－
2
2

金
子
か
よ
子
（
心
内
）

釧
沼
田
市
榛
名
町
２
８
５
０
－
1
9

成
田
孝
雄
（
市
内
）

囚
渋
谷
区
代
々
本
５
－
卯
二
菱
マ
テ

　
　
　
リ
ア
ル
ア
パ
ー
ト
Ａ
4
6

鈴
木
（
白
峰
）
俊
子
（
茶
志
内
）

2
5
4
平
塚
市
来
中
原
２
－
３
－
―
－
柳

原
（
白
峰
）
邦
子
（
茶
志
内
栄
町
）

2
7
0
松
戸
市
殿
平
賀
2
0
－
２

青
木
孝
（
落
合
町
）

Ｅ
上
尾
市
柏
座
３
－
８
－
2
8

浅
野
慶
子
（
南
美
唄
）

涙
千
葉
市
高
洲
４
－
８
－
Ｉ
－
5
0
2

浅
野
な
ほ

５
横
浜
市
金
沢
区
西
柴
２
－
1
3
－
1
2

赤
坂
（
武
井
）
操
（
南
美
唄
）

ｍ
荒
川
区
西
尾
久
８
－
1
0
－
2
1

有
岡
昌
美
（
清
水
台
）

謳
蕨
心
塚
越
３
－
2
2
－
７

石
田
鉱
史
（
我
路
）

昌
横
浜
市
磯
子
区
栗
本
２
－
2
7
ｊ
1
2

石
田
孝
次
（
一
の
沢
）

謁
松
戸
心
新
松
戸
７
－
2
2
2
西
パ
ー
ク

　
　
　
ハ
ウ
ス
Ａ
屈

市
橋
政
雄
・
公
子
（
東
司
）

指
藤
核
心
高
洲
1
0
－
2
7

稲
葉
香
都
子

呂
中
野
区
野
方
５
－
3
3
－
1
7
カ
ー
サ

　
　
　
ー
ノ
ガ
タ
則

岩
尾
芳
久
｛
常
盤
言

迢
北
葛
飾
郡
杉
戸
町
宮
前
ぶ
－
5
6

加
藤
耕
司
（
番
町
）

涯
－
1
5
北
相
馬
郡
藤
代
町
小
浮
気
圀

平
原
節
子
（
東
司
）

美唄に関係ある方を

ご存知の会員は事務11
局にご連絡下さい。

斉
藤
政
尚
・
マ
リ
子
（
清
水
台
）

頴
猿
島
郡
総
和
町
水
海
２
３
６
８
－

渋
谷
キ
ヌ
子
（
束
美
唄
）

　
　
　
梶
ヶ
谷
プ
ラ
ザ
ビ
ル
8
1
1

立
石
守
（
茶
志
内
）

瑶
川
越
巾
今
成
約
－
６

建
部
哲
夫
（
我
路
の
沢
）

Ｍ
多
摩
市
諏
訪
１
１
5
2
~
８

　
　
　
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
永
山
嶺

塚
田
雄
治
（
茶
志
内
）

1
6
7
杉
並
区
下
井
草
２
－
1
8
－
１
１

辻
英
子
（
二
の
沢
）

叩
八
王
子
市
絹
ケ
丘
Ｉ
～
5
7
－
1
2

中
城
重
光
（
盤
の
沢
）

ｍ
練
馬
区
西
大
泉
３
－
８
－
９

中
田
隆
一
（
我
路
）

2
2
9
相
模
原
市
大
野
台
４
～
1
6
－
2
7

鳴
海
博
道
（
三
井
美
唄
）

1
6
7
杉
並
区
南
荻
窪
Ｉ
－
2
9
－
７

原
島
（
青
木
）
恵
美
子
（
二
の
沢
）

昭
二
際
市
北
野
１
－
１
１
1
0

平
尾
昇
（
光
珠
内
）

ヨ
ー
0
2
市
原
市
光
風
台
５
－
㈲

松
尾
正
之
（
一
の
沢
）

涙
中
野
区
弥
生
町
５
－
９
１
４

協
和
銀
行
や
よ
い
寮

三
浦
（
小
山
）
福
代
（
三
井
美
唄
）

謁
厚
木
市
妻
田
東
３
－
2
2
－
2
7

森
下
喜
代
子
（
市
内
）

1
4
4
大
田
区
西
椛
谷
２
－
９
－
４
美
園

　
　
　
Ｍ
3
0
3

山
崎
馨
・
由
子
（
清
水
台
）

2
5
1
藤
沢
市
藤
ケ
岡
2
1
－
3
5
－
転

山
内
昭
雄
（
清
水
台
）

面
中
野
区
鷲
宮
Ｉ
－
1
5

山
本
昭
雄
（
我
路
）

3
3
0
大
宮
市
宮
原
町
１
１
捌
－
１

ラ
ミ
ー
ユ
大
官
ハ
イ
ラ
イ
ズ
２
－
刑

山
地
政
夫
（
進
徳
）

2
4
5
横
浜
市
戸
塚
区
秋
葉
町
限
－
2
6

武
市
宏
（
市
内
）

心
服
順
区
高
島
平
２
－
3
3
－
↑
辿

江
刺
家
正
（
日
東
）

2
4
3
－
0
1
愛
甲
郡
清
川
村
煤
ケ
芥

１
１
０
３
－
5
2

~~-ヽ-

　
　
『
病
は
敵
で
は
な
い
』

　
　
「
病
は
敵
で
は
な
い
」
健
康
へ
の

光
Ｍ
を
涯
か
れ
た
、
医
学
原
土
、
鈴

木
弘
一
氏
を
鴨
川
保
健
所
へ
訪
ね
て
、

種
々
と
話
を
聞
い
て
来
ま
し
た
。

　
鈴
木
氏
は
、
現
在
、
千
葉
邸
所
生

部
に
勤
務
、
鴨
川
保
健
所
所
長
と
し

師
等
で
、

で
す
。

Ｎ
Ｓ
ビ
ル
内
）
の
顧
問
医

大
活
躍
中

　
鈴
木
氏
は
、
父
が

台
湾
嘉
義
市
（
台
湾

中
西
部
）
嘉
義
農
林

中
（
旧
制
）
で
、
林

業
と
数
学
の
教
師
と
し
て
、
勤
務
さ

れ
て
ぃ
た
の
で
、
現
地
で
、
昭
和
九

年
三
月
三
十
一
日
、
四
人
兄
弟
（
全

部
）
男
の
次
男
と
し
て
出
生
さ
れ
た
。

　
昭
和
二
十
一
年
三
月
、
日
水
の
敗

戦
で
台
湾
花
蓮
港
か
ら
鹿
児
島
経
由

で
、
函
館
に
、
引
揚
げ
て
米
ま
し
た
。

　
函
館
は
、
祖
父
が
、
弁
護
士
を
開

業
さ
れ
て
い
た
た
め
。

　
当
時
の
、
食
糧
難
は
、
年
配
の

方
々
な
ら
、
共
に
、
苦
労
さ
れ
た
の

で
、
御
存
知
の
通
り
で
す
。

　
鈴
木
氏
一
家
も
、
世
間
の
波
に
逆

ら
え
ず
、
又
、
引
揚
者
故
、
食
糧
の

買
出
し
先
も
判
ら
ず
、
餓
死
寸
前
の

生
活
迄
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
し
か

し
ノ
函
館
近
く
の
、
山
村
部
で
ほ
方

の
姉
が
、
嫁
い
だ
先
が
山
村
部
の
実

カ
酋
で
村
会
議
長
等
も
務
め
て
お

り
ま
し
た
の
で
、
父
が
、
中
学
の
先

生
に
招
か
れ
行
き
ま
し
た
。

ン“゛

-一一--一一…一一-一一
弊

　
中
学
の
時
、
山
村
中
学
か
ら
、
我

路
小
学
校
の
教
頭
と
し
て
、
転
任
さ

れ
た
の
で
、
沼
束
中
学
に
転
校
、
沼

家
中
か
ら
、
美
唄
束
高
三
期
生
と
し

て
入
学
さ
れ
た
。

　
一
期
生
に
は
、
鈴
木
氏
の
兄
、
譲

泊
氏
が
、
陸
上
部
短
距
離
で
活
躍
さ

れ
て
い
た
の
を
、
筆
者
の
徊
に
は
浮

ん
で
米
ま
す
。

　
医
学
に
目
を
向
け
た
の
は
、
幼
少

よ
り
身
体
が
弱
く
台
湾
時
代
に
且
回

の
入
院
を
し
た
程
弱
か
っ
た
か
ら
。

　
又
、
医
学
に
進
ん
で
ぃ
な
か
っ
た

ら
、
弁
護
士
か
、
政
治
家
に
な
っ
て

い
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
人
前
で

活
を
し
た
り
す
る
の
が
お
好
き
で
す

か
ら
。

　
北
大
へ
入
学
さ
れ
た
が
、
医
学
の

夢
を
捨
て
難
く
、
札
幌
医
大
へ
と
進

学
を
変
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
医
大
の
時
に
も
、
二
回
、
イ
ン
タ

ー
ン
で
も
一
回
の
入
院
を
経
験
、
と

に
か
ぐ
お
弱
か
っ
た
。

　
自
分
の
入
院

体
験
か
ら
、
病

気
と
は
、
死
の

恐
怖
を
味
わ
う

も
の
、
家
庭
を

暗
く
す
る
も
の
、

と
の
こ
と
か
ら
、

病
気
予
防
の
医

者
と
な
る
た
め
、

公
衆
所
生
を
選

ん
で
、
卒
業
と
同
時
に
、
公
衆
衛
生

’

の
大
家
で
あ
る
、
北
大
の
阿
部
教
授

一

の
研
究
室
に
入
れ
て
裁
き
、
公
衆
衛

生
を
徹
底
的
に
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
卒
業
后
は
、
苫
小
牧
保
健
所
に
籍

を
置
き
な
が
ら
、
国
立
衛
生
研
究
所

へ
二
回
、
結
核
研
究
所
こ
㈲
派
遣

さ
れ
て
、
種
々
の
研
究
（
衛
生
、
疫

学
精
衛
生
、
結
核
）
に
お
忙
し
い

日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

　
根
室
保
健
所
所
長
時
代
に
は
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
～
ラ
ン

ド
等
に
派
遣
さ
れ
風
土
病
の
研
究
な

　
岩
内
保
健
所
所
長
の
時
に
は
霊
の

神
秘
性
に
触
れ
、
霊
を
慰
さ
め
る
た

め
に
大
法
要
を
行
い
慰
め
ま
し
た
。

　
滝
川
で
は
、
食
事
療
法
を
全
国
に

先
が
け
て
行
い
広
め
、
こ
れ
て
開

業
す
る
決
心
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
食
事
と
漢
方
薬
を
用
い
た
治
療
を

思
い
つ
き
、
札
幌
丸
井
の
前
で
、
鈴

本
夕
リ
ー
ス
ク
を
開
き
、
精
神
分
析
、

光
線
利
用
、
物
理
療
法
等
を
併
用
し

た
が
、
漢
方
薬
が
保
健
扱
と
な
っ
た

の
で
金
が
掛
か
る
た
め
や
む
な
く
閉

業
し
ま
し
た
。

　
「
病
は
敵
で
は
な
い
」
の
中
に
は
、

病
の
起
る
原
因
か
ら
私
達
素
人
に
も

判
り
や
す
く
説
い
て
お
ら
れ
ま
す
。‾‾｀－ヽ1－~,.＿，

　　　　¶≒･
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旧
三
菱
美
唄
礦
跡
地
を
公
園
化

歴
史
保
存
と
体
験
学
習
の
場
に

【
美
唄
】
往
時
の
炭
都
・
美
唄
を
し

の
ば
せ
る
数
少
な
い
遺
構
、
旧
三
菱

美
唄
礦
立
て
坑
の
巻
き
上
げ
櫓

　
へ
ろ
）
を
中
心
と
し
た
炭
鉱
跡
地
の

公
園
化
が
今
年
か
ら
進
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
、
最
初
の
植
樹
が
二
十
七

日
、
市
と
岩
見
沢
林
務
署
の
共
催
で

行
わ
れ
る
。

　
公
園
予
定
地
は
国
道
1
2
号
か
ら
道

道
美
唄
嵐
山
線
に
入
り
、
東
へ
約
十

３年

計画あずま屋や回路灯設置

キ
ロ
の
地
点
。
「
三
菱
の
ヤ
マ
」
と

し
て
は
国
内
最
大
の
三
菱
美
唄
炭
嶮

が
昭
和
四
十
七
年
に
閉
山
し
た
後
、

住
宅
な
ど
の
建
物
は
解
体
、
跡
地
は

道
に
返
さ
れ
て
緑
の
山
林
に
復
元
す

る
中
で
、
鉄
骨
造
り
の
二
基
。
の
や
ぐ

ら
は
地
下
に
た
ま
る
ガ
ス
と
の
関
係

な
ど
か
ら
解
体
を
免
れ
て
き
べ

　
こ
の
や
ぐ
ら
を
昨
年
秋
、
三
菱
南

大
夕
張
炭
礦
が
塗
装
し
直
し
て
市
に

無
償
譲
渡
。
道
も
周
辺
の
用
地
約
三

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
市
に
貸
す
約
束
が
成

立
し
て
「
炭
鉱
メ
モ
リ
ア
ル
公
園
」

構
想
が
具
体
的
に
動
き
だ
し
た
。

　
さ
ら
地
へ
の
植
樹
は
三
年
計
画
で

行
い
、
岩
見
沢
林
務
署
、
道
立
林
業

試
験
場
（
美
唄
）
が
苗
木
の
提
供
な

ど
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。
今
年
は

道
道
側
の
緩
斜
面
に
ナ
ナ
カ
マ
ド
、

レ
ン
グ
ッ
ッ
ジ
、
エ
ソ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、

モ
ン
タ
ナ
マ
ツ
な
ど
六
種
百
五
十
木

を
植
え
る
が
美
唄
市
は
「
い
ず
れ
もT
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…
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公園として整備が始まる|日三菱美唄礦跡地＝東美唄町

道
内
に
自
生
し
、
花
、
実
、
緑
と
そ

れ
ぞ
れ
に
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る

樹
枝
を
選
ん
だ
」
と
い
う
。

　
市
は
向
こ
う
三
年
間
で
五
千
万
円

の
事
業
費
を
見
込
み
、
あ
ず
ま
屋
、

屋
外
テ
ー
ブ
ル
、
園
路
灯
な
ど
を
設

置
す
る
ほ
か
、
六
十
台
程
度
を
収
容

で
き
る
駐
車
場
、
既
存
の
建
物
を
利

用
し
た
休
憩
展
示
施
設
な
ど
を
整
備

　
「
歴
史
保
存
と
体
験
学
習
の
場
に
し

た
い
」
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
《
北
海
道
新
間
》

謨
江
東
区
新
大
橋
Ｋ
Ｔ
ビ
ル
頴

川
西
智
子
（
市
内
）

睨
美
唄
前
大
通
り
東
一
条
北
３
ド
目

北
野
利
憲
（
一
の
沢
）

掴
清
瀬
前
厄
ケ
丘
２
－
１
－
５
１
頴

熊
本
ミ
サ
ヲ
（
三
井
美
唄
）

謳
相
模
原
市
相
南
３
１
１
１
２

小
森
峰
冬
（
鴻
の
台
）

箇
佐
倉
市
宮
ノ
台
２
－
2
2
－
８

佐
藤
俊
市
（
常
盤
台
）

謁
－
0
2
南
埼
玉
郡
白
岡
町
篠
津
１
９

佐
藤
徳
郎
・
カ
ツ
子
（
常
棺
台
）

ぷ
茅
ケ
崎
市
賠
が
台
Ｉ
－
５
１
1
0
6

佐
々
木
高
雄
（
常
盤
台
）

脱
上
尾
市
弁
財
２
－
９
－
4
8

佐
々
木
勇
夫

崩
－
0
1
町
田
市
金
井
町
３
１
３
０
１

　
　
　
上
品
士
銀
行
研
修
所
内



1991年（平成３年）日月｜日

来
年
度
の
総
会
は
…

　
２
月
2
8
日
（
金
）
午
後
６
時

　
池
袋
・
東
方
会
館

ｌ

東京美唄会会報

当
会
の
年
会
費
は
、
会
報
の
発
行
、

送
付
の
ほ
か
総
合
準
備
な
ど
会
会
員

の
た
め
の
経
費
に
充
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
　
今
年
も
愈
々
後
半
期
に
入
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
の
で
お
手
数
乍
ら
年
会

費
２
０
０
０
円
を
左
記
銀
行
の
穀
寄

居
で
「
東
京
美
唄
金
網
畑
正

治
」
名
儀
宛
お
振
込
み
下
さ
い
ま
す

様
お
願
い
申
し
ヒ
げ
ま
す
。

富
士
銀
行
根
渫
支
店

　
普
通
２
３
５
－
９
７
３
１
１
５

北
海
道
拓
殖
銀
行
小
石
川
支
店

　
首
途
２
３
７
－
２
４
７
０
５
３

　
東
京
美
唄
会
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
細
畑
正
治

　
前
号
ま
で
、
一
、
二
ヶ
月
遅
れ
と

は
い
い
な
が
ら
、
な
ん
と
か
年
二
回

の
会
報
発
行
を
続
け
て
き
た
。
今
号

は
、
高
橋
義
夫
さ
ん
（
写
真
）
と
佐

藤
正
信
さ
ん
（
取
材
・
執
筆
）
の
お

二
方
が
ス
タ
ッ
フ
に
加
わ
り
、
六
月

末
の
発
行
を
予
定
し
て
い
た
が
、
今

ま
で
に
な
く
遅
延
し
て
し
ま
っ
た
。

羽
田
巻
兎
会
長
を
は
じ
め
、
多
く
の

方
々
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、
お
詫

び
の
言
葉
も
な
い
。

　
見
か
ね
た
幹
事
諸
氏
が
、
助
け
の

手
を
差
し
の
べ
て
く
れ
て
、
何
と
か

発
行
に
こ
ぎ
つ
け
た
が
、
会
員
の
皆

様
に
伏
し
て
謝
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
加
藤
）

◆　平成２年度事業報告　◆

　　来賓・地元ほか70名出席）

２．会報の発行〔10号・号外〕

３．美唄市開基lao年記念事業

　　　（1）記念品の贈呈

　　　（21里がえり｀ファー（巷加者72名）

　　会員数普通会員775名誉･肋会員12社（平成３年２月末現在）

収入

支出

◆　平成２年度決算報告及び３年度予算（案）

厳正な監査の結果、上記のとおり相違ないことを認める

平成３年２月22日　監事

年
会
費
納
入
の
お
願
い

ｊ
ｉ
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１

２

３

４

５

　
四
月
一
日
付
の
異
動
で
東
京
へ
や

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
企
画
課
の
所
属
で
す
が
、
東
京
事

務
所
兼
務
で
、
三
菱
総
合
研
究
所
へ

派
遣
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
5
4
年
に
市
役
所
に
採
用
と
な

り
、
７
年
間
の
総
務
課
勤
務
を
経
て
、

本
年
３
月
ま
で
税
務
課
で
家
屋
の
評

価
な
ど
を
担
当
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
東
京
美
唄
会
も
発
足
以
来
８
年
目

を
迎
え
、
毎
年
の
総
会
、
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
、
昨
年
の
「
里
帰
り
ツ
ア
ー
」

な
ど
日
頃
の
活
動
も
た
い
へ
ん
活
発

と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　
在
任
も
あ
と
半
年
ほ
ど
で
す
が
、

合
貝
の
皆
様
に
は
、
何
か
と
御
世
話

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
会
員
の
新
規
加
入
な
ど
微
力
な
が

ら
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
ら
／

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
束
京
美
唄
仝
の
一
層
の
ご
発
展
と

全
員
の
皆
様
の
ご
健
康
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

◆　平成３年度　事業計画（案）

第７回総会開催（３年３月２日）

会報の発行（第11号・第12号）

第４回ゴルフコンペ開催

会員名簿発行

美唄会発足10周年記念事業の準備

収入

加･･

◆

東京美唄会「里帰りツアー」収支報告

　　　　　　　　　支出

王
任

津
田
　
雄
二

単位（円）

◆

⑩
⑩
一
努
元地
田
菊
水

項目 金額 備考 項目 金額 備考

積立金 1,200,000 400,000×3 JR旅行CENT 2,835,080 運賃･弁当但

寄附金 2,610,000 贈呈記念品 366,383 絵画1.屯

参加負担金 670,000 10,000×67 東明閣 500,565 宿泊費他

利　　息 2,906 その他経費 160,091 謝礼･祝儀他

合　　計 4,482,906 合　　計 3,862,H9

厳正な監査の結果、上記のとおり相違ないことを認める

平成３年２月22日　監事

◆東京美唄会役員名◆

〈名誉会長〉

　大槻文平 日本経営者団体連盟名誉会長

三菱マテリアル㈱最高顧問

　　　　　　　相談役

く会

羽田

長〉

春兎（社）日本医師会会長

〈副会長〉

　岡田　豊

　柏原宏平

竹林

都竹

省吾

卓郎

く顧

逢坂

有馬

有末

岡田

兼坂

佐藤

美しケ原高原開発㈱顧問

サンコーコンサルタント㈱

常任相談役

三井石油化学工業㈱社長

日本大学教授

対馬

山下

渡辺

〈事務局長〉紬畑正治　㈱東京クリエイト代表取締役

〈幹　事〉飯尾　敦

　　　　　　岩城重雄

　　　　　　岡崎登喜男

　　　　　　岡本英雄

　　　　　　加藤昌男

　　　　　　九品秀夫

　　　　　　高鳴亮一

　　　　　　田嶼良子

　　　　　　高橋哲夫

　　　　　　中田安隆

　　　　　　畑　義克

　　　　　　三島英雄

　　　　　　三浦武美

　　　　　　水口秀太郎

　　　　　　山口朋子

〈監　事〉菊地

　　　　　　水田

7E－

　努

間〉

国一

祐憲

精三

春夫

隆一

定雄

孝且

徳夫

省一

㈱博報堂メディア開発部長

北海道東北開発公庫

㈲岡崎商事代表取締役

㈱美工建築設計事務所代表取締役

英潮社顧問

小野田不動産㈱

日鉄防蝕㈱

タジマ医院

社団法人日本造船工業会

川崎市役所

㈱立松製作所東京事務所

専修大学

朝日生命相互会社関連事業部

水口電気管理事務所

青山学院大学法学部教授

㈱東海総合研究所顧問

差引残高620,787円

⑩
⑩
一
努
元池
田
菊
水

電源開発㈱常務

三井新美唄会世話人

囲郷共連盟名誉顧問

元衆議院議員

剛日本文具検査協会会長

佐藤医院長元美唄市立病院長

参議院議員

専修大学理事長

衆議院議員

（４）

第７回　総会資料

第６回総会の開催

平成２年２月t7日東方会館芙蓉・白鳳の間（会員199名、賛助会員９社、

(単位：剛

項　　目 内　　　　　訳 ２年度予算 ２年度決算 ３年度予算

前年度繰越 763,481 763,481 1,335,736

総会費 会費及び祝儀 1,560,000 1,772､000 1,800,000

年会費 普通会費及び賛助会費 1,000,000 992,000 900,000

補助金 美唄市 300,000 300,000 300,000

雑収入 利息、会費預託その他 20,000 64,670 20,000

合　　計 3,643,481 3,892,151 4,355,736

(単位：円)

項　目 内　　　　　訳 ２年度予算 ２年度決算 ３年度予算

総会費 1,560,000 1,557,498 1,800,000

事業費 会報発行費
行事費
会員名簿作成費

款談
170,450

　　　0

350,000

瀧談

総務費
会議費
通信費事務費

ぷ:詔

200,000

100,355
204,865
123,247

瀧詔

150,000

積立金 東京美唄会10周年記念事業 400,000

昌蒜 400,000 400,000

予備費 643,481 335,736

合　計 3,643,481 2,556,415 4,355,736

差引残額I,335,796円
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